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者と子どもたちだけではなく, 実践者 (地域の人々) が
活動内容の中心となった遊びとする. 遊びの対象は, 乳





釘うちトントン船づくり,  父子で土粘土あそび, 
粉から感じる粘土遊び, ザリガニ釣り, である. 4 例
は, 2017 年, 2018 年に行った地域と連携した幼児や保
護者とともにあそぶ活動として保育園, 子育て支援セン








1 ) 日時：2017 年 8 月 1 日午前 10 時から 12 時まで
2 ) 場所：A町立 Z保育園
3 ) 対象：年長児 28 名































てあげたり, 一緒に打つ姿があった. (写真 2)














1 ) 日時：2017 年 8 月 10 日午前 10 時から 12 時まで
2 ) 場所：B子育て支援センター
3 ) 対象：B町内在住の親子 (父と子) 20 名
4 ) 学生：本学子ども発達学部保育専修 3 年生 7 名, 2
年生 1名





































た. 片付けも同時に行うことができた. (写真 8)
⑤後片付け
遊び終わりのあいさつをして保護者, 子どもたちが退
場した後, 土粘土を集めたり, ブルーシートの掃除, 会
場全体の掃除を行い活動を終了した.
 粉から感じる粘土遊び
1 ) 日時：2017 年 8 月 30 日午前 10 時から 12 時 30 分
まで
2 ) 場所：C町立 Y保育園
3 ) 対象：3, 4, 5 歳児

















































1 ) 日時：2018 年 6 月 19 日午前 10 時から 11 時 30 分
まで
2 ) 場所：D町立 X保育園
3 ) 活動内容：ザリガニ釣り
4 ) 対象：年長児 24 名
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写真 13
写真 14
写真 15
写真 16
の積み重ねがあるということを, 交流の中から感じ取っ
ている様子が見られた.
 保育者の姿
保育者の子どもたちを援助する姿は, 今回の例のよう
に通常保育と異なるものだった. 例えば, ザリガニ池ま
でバスに乗って往復することや地域の大人と子どもたち
が関わるときの様子等, 子どもたちの緊張や興奮する姿
も見られるため, より一層の配慮する姿が見ることがで
きた. 粉から感じる粘土遊びにおいては, 屋外で造形遊
びをする際の準備と後片付けの重要さを体験し, そのう
えで子どもたちが伸び伸びとあそぶことができるように
配慮されていることを感じていた. 保育そのものの背景
には, 保育者の十分な準備と配慮があることを実感する
ことができた.
 大人の遊ぶ姿
子育て支援センターでの大量の粘土で遊びでは, 大人
でも味わうことができない経験だったため, 父親自身が
楽しんでいる姿を見ることができた. また保育園での粉
の遊びは保育者全員が, 泥まみれになって嬉々として子
どもたちとあそぶ姿が見られた. 保育者や大人が真剣に
遊ぶ姿を見せることで, 子どもたちも安心して遊びに没
入することができる好例を見ることができた.
 自分自身の姿
学生自身は, 子どもと同じ目線で遊ぶことが大切だと
実感しているようだった. それは, ザリガニを釣ること
ができて本当に喜んだり, 粘土の粉の感触に感動したり
する姿からも明らかであった. 保育にとって, 子どもの
目線に立つことは重要な姿勢である. 実習とは異なり,
自分自身の実習評価を気にすることなく子どもと同じ目
線で遊ぶことができ, まずは自分自身が遊びを楽しむこ
とが大切だということを経験できた.
実践例 4つから明らかになったことは, いずれの活動
も, 学生たちにとって大学の講義, 演習では得られない
学びとなった. 地域の人々や保護者と幼児たちとの関わ
りの様子を体験から感じ取ることができた意味は大きい.
今後の課題として, これらの実践の積み重ねの中で, 学
生たちがどのように保育の場面を見ているのか, 子ども
の姿, 保育者の援助の在り方, 地域の方々の関わり方の
それぞれの場面を見ていきたい. 特に造形表現, 遊びの
活動の場面での経験をリアクションペーパー等から抽出
していき, 保育者養成に必要な造形実践指導の在り方の
研究を深めていきたい.
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